
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

緋之影 柳

キュマイラ
サラマンダー

UGN支部長A

36歳

死

待ち望まれた子

破壊

古強者

塾講師

男

34

腐れ縁

5
0
1
2

1
0
0
0

1
1
0
0

7
1
1
2

35
3
3
8
16

4
1 11

二輪 UGN
噂話

2 4
1

素手(破壊の爪)
緋炎の竜爪
緋炎の竜閃
緋炎の逆鱗

白兵
白兵
白兵
白兵

7r+4
8r+4
8r+4
8r+4

1 [LV]+8
27
33
38

[メジャー] 99↓ 1+2+3+4 C値-3 装甲無視 侵蝕値+10
[メジャー] 100↑ 1+2+3+4 C値-3 装甲無視 侵蝕値+10
[メジャー] 160↑1+2+3+4 C値-3 装甲無視 侵蝕値+10

0 0 0

0 0

亜純血:結合粉砕
緋之影 瑠奈
須藤 朱美

春日 恭二（？）

○庇護
○親近感
執着

偏愛
不安

敵愾心

コネ:UGN幹部
コネ:噂好きの友人

自転車
携帯電話
携帯電話

キーホルダー(思い出の一品)

6 1

ワーディング

リザレクト

コンセントレイト

炎の刃

獣の力

破壊の爪

ハンティングスタイル

結合粉砕

炎の理

不燃体

★

0

2

5

4

1

1

1

★

★

-

1d10

2

2

2

3

1

4

-

-

オート

気絶時

メジャー

メジャー

メジャー

マイナー

マイナー

メジャー

メジャー

常時

視界

-

-

武器

武器

至近

至近

-

至近

至近

シーン

自身

-

-

-

自身

自身

-

効果参照

自身

自動

自動

-

対決

対決

自動

自動

対決

自動

自動

-

↓100

-

-

-

-

-

ピュア

-

-

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

C値-LV（下限値7）

攻撃力+[LV×2]

白兵攻撃の攻撃力+[LV×2]

素手による攻撃の判定が変化

エンゲージと封鎖を無視して戦闘移動（離脱可能）1シーンLV回まで

〔Dロイス:亜純血〕判定ダイス+LV個 装甲値無視

攻撃力を持たない炎を出す

エフェクトによらない温度変化に耐える

基本ルールブック1、2、上級、インフィニティコード、エフェクトアーカイブ使用
名前の読みは「ひのかげ りゅう」

寝癖がひどい。くしゃみをすると口から火の粉が飛び散るという悩みがある。
また覚醒後は炎、特に燃えているものに魅了されるようになった。衝動の暴走時には特にその傾向が強くなり、とにかく何かを燃やそうとするだろう。

あの日から、僕の人生の歯車は大きく狂ってしまった。
腕には爬虫類じみた鱗が生え、口からは炎が飛び出す。これじゃあ、まるでおとぎ話に出てくるドラゴンだ。

当たり前のように感じていた日常が、急速に遠ざかっていくように感じる。
以前は恐ろしいと感じていた炎は、今はなんだか美しい輝きに見える。いっそ、何もかも壊して、焼き払ってしまおうか――
駄目だ駄目だ。僕にはまだ護れるものがある。帰るべき日常がある。それを奪おうとする輩がいるからには、戦わなければ。
名前の読みは「ひのかげ りゅう」

寝癖がひどい。くしゃみをすると口から火の粉が飛び散るという悩みがある。
また覚醒後は炎、特に燃えているものに魅了されるようになった。衝動の暴走時には特にその傾向が強くなり、とにかく何かを燃やそうとするだろう。

あの日から、僕の人生の歯車は大きく狂ってしまった。
腕には爬虫類じみた鱗が生え、口からは炎が飛び出す。これじゃあ、まるでおとぎ話に出てくるドラゴンだ。

当たり前のように感じていた日常が、急速に遠ざかっていくように感じる。
以前は恐ろしいと感じていた炎は、今はなんだか美しい輝きに見える。いっそ、何もかも壊して、焼き払ってしまおうか――
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